
【健脚３時間コース】

　ステーションホテル後市営駐車場→水神社竹内栖鳳碑→茨城県

　トライアスロン発祥の地記念碑→市立ボートセンターあめんぼ

　→福島万葉の碑→水郷トンボ公園→慈母観音→旧アイモア→

　ＪＲ潮来駅→ステーションホテル後市営駐車場

　　集合場所：潮来ステーションホテル後市営駐車場

水郷潮来観光ボランティア連絡協議会

１０－1　（４３）

１０.北利根川沿いウｵーク～水郷トンボ公園コースガイド



北利根川沿いウｵーク～水郷トンボ公園 　【所要時間】約３時間健脚コース　

　ステーションホテル後市営駐車場（駅トイレ）→水神社竹内栖鳳碑→茨城県トライ

　アスロン発祥の地記念碑→市立ボートセンターあめんぼ（トイレ）→西之宮大神宮→

　福島万葉の碑→水郷トンボ公園（トイレ）→慈母観音（トイレ）→ホームセンター

　ナフコ→旧アイモア→ＪＲ潮来駅→ステーションホテル後市営駐車場

１．水神社竹内栖鳳碑 

　　竹内栖鳳は元治元年（１８６４年）京都生まれの日本画家。近代日本画の先駆者で戦

　前の京都画壇を代表する大家です。１９３７年、横山大観とともに第１回文化勲章受賞、

　帝国芸術院会員となる。昭和2年から4年にかけて潮来をたびたび訪れ、潮来に日本的な

　画趣を感じ作品を制作しました。水墨山水の作品を多く描き１９３９年７５歳の時、

　当時の潮来町長等により栖鳳の来遊碑が北利根河畔の水神社に建立され、１９５０年に

　は茨城県よりこの来遊碑が茨城百景に選定されました。栖鳳は終始官展にとどまり、

　在野の横山大観と画壇の双璧をなし、「西の栖鳳、東の大観」と称されました。

　　　　水神社

　　　　竹内栖鳳来遊碑

↓５分

２．茨城県トライアスロン発祥の地石碑

　　潮来市は水を中心としたまちづくりをすすめており、その一環として昭和６１年７月

　に茨城県初のトライアスロン大会を開催しました。

　トライアスロンは水泳、自転車、ランニングを連続して行うスポーツです。

　この潮来での大会は、自然とスポーツの調和を掲げ北利根川をメイン会場にスイム

　１.5ｋｍ、バイク４０ｋｍ、ラン１０ｋｍ計５１.5ｋｍで行われます。

　河畔には「茨城県トライアスロン発祥の地」の記念碑が建てられています。

　茨城県トライアスロン発祥の地記念碑 スイム１.5ｋｍの北利根川

↓１５分

１０－2　（４４）



３．市立ボートセンターあめんぼ

　　市立ボートセンターあめんぼは茨城県内で唯一ボート競技が出来る施設です。

　潮来ボートコースは下流約１８ｋｍに常陸川水門があり、国土交通省霞ヶ浦河川事務所

　により水位が管理されており水流はほぼありません。温暖な気候と四季を通じて安定し

　た水面は競技コースとして高い評価を得ています。令和元年（２０１９年）開催の茨城

　国体ではボート、トライアスロン、オープンウオータースイミングの会場になったほか、

　昭和５４年から「水郷潮来シティレガッタ」大会を開催しており市内外の小学生から

　大人まで多くの方々が参加しボート競技を楽しんでいます。

　・１０００ｍＢ級公認コース（競漕レーン１３.5ｍ×５、回漕レーン１６.5ｍ×２）

　・２０００ｍ計画中（競漕レーン１３.5ｍ×５、回漕レーン１６.5ｍ×２）

　・練習水域５０００ｍ

　あめんぼ前の北利根川

　　市立ボートセンターあめんぼ

↓２５分　　

４．西之宮大神宮

↓３５分　　

５．福島万葉の碑

　【常陸なる　浪逆（なさか）の海の玉藻こそ　引けば絶えすれ　何（あ）どか絶えせむ】

　（巻き１４－３３９７）

　（大意）常陸の浪逆海の玉藻こそ引けば切

　れるが、われわれの仲はどうして切れよう。

　この歌碑の置かれている公園は外浪逆浦に

　面している景色の良い場所にあります。

　福島水神宮、福島ふれあいコミュニティ

　センターが接している公園です。

↓１０分　　 　　　福島万葉の碑

１０－３（４５）



６．水郷トンボ公園

　　潮来市福島にある公園。霞ヶ浦下流の外浪逆浦（そとなさかうら）の河川敷に位置し、

　水生植物や水生生物のビオトープが設置されています。アサザ池やオニバス池など５つ

　の池が江間と呼ばれる水路で外浪逆浦とつながっています。珍しいヨシアキトンボや

　アキアカネなどのトンボをはじめ、さまざまな昆虫やカエル、メダカほか淡水魚、野鳥

　などの生物をまじかで観察できます。

　※ビオトープとは

　安定した生活環境を持った「動植物の生息空間」のこと。ドイツ語。ある限られた地域

　に元来そこにあった自然風景を復元すること。

↓４０分　　

７．慈母観音

　　正式名は奈良薬師寺東関東別院「水雲山潮音寺」という法相宗の寺院です。

　御本尊は慈母観音で薬師の本尊である薬師如来は無量寿殿に安置されています。

　昭和５０年の開山で薬師寺管主高田好胤和上が入仏開眼を行った比較的新しいお寺で

　「花の寺」ともいわれています。

　この地区は、東日本大震災により液状化の被害が大きく潮音寺でも１６棟あった建物

　が４棟になってしまい、境内では修復工事が行われています。

　潮音寺では８月１３～１６日、１２月３１日に万燈会が行われ、境内中央の広場に一

　万燈のろうそくに灯をともし、感謝と祈りを捧げます。

　　本堂 　鐘楼 　　　万燈会

↓４０

８．ホームセンターナフコ→旧アイモア→ＪＲ潮来駅

↓１０分

９．ステーションホテル後駐車場

１０－4　（４６）


